
 

 

 

2026年度 大学寄付講座 募集要項修正案 

公益財団法人住友電工グループ社会貢献基金 

  寄付の対象 

１．今年度の寄付対象となる大学講座 

科学技術の進歩や産業社会の発展、社会的課題の解決と経済発展の両立を探求、社会変革を追求、さらには 

これらの発展に寄与する人材を育成し、技術の利活用を目指す講座の中から、研究内容・波及効果等を鑑み、 

傑出している講座に寄付を行います。 

【具体的な対象分野】 

・情報社会への発展・貢献（AI、IoT、DX、ビッグデータなどの活用） 

・エネルギー、新素材の開発 

・地球環境への対応（持続可能で環境負荷の少ない社会の構築など） 

・健康長寿社会の実現（スポーツ科学等を活用した健康増進に資する分野を含む） 

 

講座設立に於いては以下の点に留意してください 

  ・既成概念の枠を超えた新領域での学術研究や社会貢献が積極的に行われること。 

  ・各学会･産業界をリードし、広く情報発信が行われる内容であること。 

・講座として独立した運営に注力すること。 

専任の教授又は准教授が講座を運営し、講座の活動拠点は独立して確保頂くよう注力下さい。なお、申請者の講 

座と連携体制（共同研究など）をとって頂くことは構いません。 

 

２．応募資格 

  大学等（含む高等専門学校）の教育機関に所属する教授又は准教授 

●教員の構成は、原則申請者とは異なる専任の教授又は准教授に相当する方１名（記載必須・予定者で可※）、 

及び、准教授・講師・助教又は助手に相当する方１名とします。但し、活動に支障がない場合は、専任の教授又 

は准教授に相当する方１名でも構いません。 

※申請書に記載が無い場合は、書類不備とみなします。記載は着任予定者でも結構です。また、公募で選任される 

場合はその旨記載ください。 

●寄付申請にあたり学科長・学部長印が捺印された承諾書の提出が必要です。 応募は各部局で１件と致します。 

  ●応募する教授または准教授が大学講座の推進に責任を持ち、寄付金の管理及び寄付期間満了後の報告を確実に行 

えることを条件とします。   

  ●応募する教授または准教授は、本年度当基金の大学講座に複数又は重複しての応募及び、学術・研究助成と重複 

しての応募は出来ません。尚、当基金の助成金申請者の共同研究者として名前が記されることは問題ありません。 

   ●他機関へ申請中の助成金（1件あたり200万円以上）がある場合は、申請中・採択済のいずれについても、全て  

システムの該当箇所に記載ください。内訳・特記事項には申請中・採択済みの別、及び当基金への申請内容との    

関係性を記載ください。 

 

３．寄付金の取扱い等  

  寄付金の取扱い、寄付講座の設置運営、教員の取扱い等については、各大学の規程に従います。 

 

寄付の内容 

１．寄付金 

  講座1件当たりの寄付額   年間最大２,５００万円（継続分を除く） 

 

２．期間 

  原則として設置期間２年以上５年以下の新設講座を対象とします。 

 

３．寄付の義務等 

  講座の名称には、当基金名を明示した冠講座名として頂き、研究成果を論文等で公表する際には、当基金の助成を 

受けた旨を明示頂きます。毎年度末に「中間報告書」、講座期間終了後に「最終報告書」を提出頂き、講座の経過・ 

結果に関して報告して頂きます。なお、講座の概要は住友電工グループ社会貢献基金のホームページで公開致しま  

す。 



 

 

選考方法 

１．選考手続 

  当基金の選考委員会にて選考のうえ、 理事会にて決定し、２０２６年１０月下旬に採否を文書で各申請者に連絡  

します。申請者に異動のあった際は、当基金への連絡をお願いします。 

  なお、採否の理由についてのご照会には回答致しかねますのでご了承下さい。 

 

２．選考基準 

  申請された講座は、下記諸点に重点を置き選考します。 

  ●独創性、萌芽性 既存の分野にない独創性に優れたもの、先駆性の高いもの、新領域を開拓する萌芽的なもの 

            （既存講座の研究成果がベースにある際も、独創性、萌芽的な内容を明示すること） 

●学術性または   産業社会への発展が期待され、科学技術の進歩に寄与、学術的要請が高いもの、または 

社会的価値の   社会的課題解決に取り組み、社会構造を変革し新たな社会的価値を創出するもの 

創出性      あるいは、上記のいずれかを実現するための次世代の人材育成に資するもの 

●波及効果     イノベーション又は産業社会の発展が期待できるもの 

         （講座期間終了時の成果が世の中に与えるインパクトが具体的に明示されていること） 

          人材育成活動や特筆すべき講座の活動が期待できるもの 

  ●計画性  講座の計画が十分に検討されているもの 

            （期間内の取組み・アプローチ方法、マイルストーン、が明示されていること） 

  ●寄付の必要性   政府・企業等の補助、助成が得難い等、当基金からの寄付の必要性が高いもの 

 

応募手順 

１．システム入力 代理入力不可。申請者本人が入力ください。 

  （１）当基金のホームページから申請システムにアクセスし、アカウントを取得してください。  

    当基金URL：https://www.sei-group-csr.or.jp/ 

  （２）申請画面より必要事項を入力し、必要ファイルをアップロードのうえ申請してください。  

  （３）申請締切：２０２６年５月２９日（金）  

  

２．書類送付  

（１）ステータスが「受領」となったことを確認してから、以下の書類を印刷し（Ａ４・モノクロ・片面）、  

（公財）住友電工グループ社会貢献基金宛に送付ください。 なお、提出された申請書類等は、返却致しません。  

    ①Web フォームで入力いただいた申請書  

    ②申請書（ワードファイルで作成したもの）  

      ③所属機関承諾書（承諾者押印済の原本）  

（２）送付締切：２０２６年６月５日（金）必着  

     【個人情報の取り扱いについて】  

    ●申請書にご記入頂いた個人情報は、選考及び選考結果のご通知のために使用いたします。  

    ●寄付が決定した場合は、申請書にご記入頂いた寄付対象講座の名称、所属、職位及び寄付対象講座名と  

      寄付金額を公表いたします。 

（３）その他ご連絡 

   申請書類受付後、事務局にて寄付講座の開設予定場所等の確認ため、現地訪問（場合によりオンライン）を 

実施いたします。 

 

  ・お問い合せ先 

〒541-0041   大阪市中央区北浜４－５－３３  住友電気工業株式会社内 

公益財団法人 住友電工グループ社会貢献基金 

E-mail：seigcsrf@info.sei.co.jp   

TEL: 06-6220-4070 （受付 平日(月～金）9時～12時、13時～17時)  
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